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木曽川水系連絡導水路：
徳山ダムの利水の開発水量を愛知県（水道）・名古屋市（水道・工業用水道）に導水
徳山ダムにおける水資源開発：木曽川水系水資源開発基本計画（フルプラン）に基づく

水資源開発促進法による木曽川水系の指定（1965年）
最初のフルプランの策定：1968年→75年目標
　　高度成長期の都市用水需要の増加に対して，短期的過ぎた

1973年全部変更（73年フルプラン）：85年目標，都市用水需要：178㎥/s
既得水源（地下水，河川自流，愛知用水），徳山ダム等を追加しても不足，157㎥/s
　　第一次石油危機（73年）後の需要の減少，横ばい
85年の供給施設，101㎥/s，需要，75㎥/s，木曽川総合用水の約半分が過剰になる

長良川河口堰の本体着工（88年）：73年プラン，85年目標を過ぎて93年に全部変更
2000年目標，需要予測，121㎥/s，同年の実績は78㎥/s

徳山ダム本体着工（2000年），03年に事業費不足，04年に全部変更
2015年目標，需要，87㎥/s，供給施設，132㎥/s，2010年需要実績，69㎥/sに減少
⇒高度成長期末の過大な需要予測の下で徳山ダムは計画されたもの
　需要予測の過大な誤りを繰り返しており，需要実績は減少している，導水路は不要
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③ 異常渇水は対応可

① 木曽総で過剰に，
河口堰，徳山ダムは不要

② 増加予測の誤り

資料：工業統計，水道統計，木曽川水系水資源開発基本計画
注：需要実績の推移には中勢を2005年，2010年は含める

木曽川水系フルプランにおける需要の予測と実績，供給施設
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徳山ダムの都市用水の開発水量の変更　

徳山ダムの開発水量（最大取水量ベース）：当初，15㎥/s
98年見直し，名古屋市水道（5→2㎥/s），計12㎥/s
2004年変更，12→6.6㎥/s
岐阜県西濃地域での利水の見通しはまったくない
愛知県（水道，2.3㎥/s），名古屋市（水道，1.0㎥/s，工業用水，0.7㎥/s）：導水路
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水道用水の2004年フルプランの2015年想定
2010年中間評価の時点（2007年実績）でも乖離が明らか

資料:国土審議会水資源開発分科会木曽川部会（2010年5月25日）
「木曽川水系における都市用水の需要実績の動向(概要)」，一部修正
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工業用水の2004年フルプランの2015年想定
2010年中間評価の時点（2007年実績）でも，同じく乖離が明らか

資料:国土審議会水資源開発分科会木曽川部会（2010年5月25日）
「木曽川水系における都市用水の需要実績の動向(概要)」，一部修正
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回収率の上昇

地下水揚水規制

繊維等の空洞化

工業用水道転用
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木曽川水系における工業用水関係の諸元の変化の仕方　　　

資料：工業統計表 用地用水編
2005年基準国内企業物価指数1985 90 95 2000 5 2010

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

実質出荷額

回収率
使用水量原単位
補給水量原単位

（億円） （（m3/日)/(億円/年），％）

バブル期
長期不況 景気回復

リーマンショック
出荷額の増加，原単位の若干の低下
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実態：実質出荷額と使用水量原単位が
逆の動き方をしている

8

⑧



補給水量の横ばい，減少／使用水量原単位の低下
工業出荷額・原単位による予測式は誤り　　　

資料：工業統計表 用地用水編，2005年基準国内企業物価指数
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出荷額の成長に反比例して原単位が低下

景気回復，経済危機で
右下がりの曲線がシフト
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木曽川総合用水 39.56 水利権見直し（2009年）

水道用水 19.13 岐阜県 0.97 可茂上水道用水供給事業 0.80 落合　1.9 → 1.642㎥/s
川合　0.4㎥/s→
0.3㎥/sまでは岩屋ダム
超える分は阿木川・味噌川ダム

愛知県 5.32 愛知県水道用水供給事業（尾張） 1.90
名古屋市 11.84 名古屋市水道事業 0.10 導水路・拡張計画がない 犬山第二　8.3

 → 5.674 岩屋・木曽川総合
朝日4.14 →　2.256

三重県 1.00 北勢水道用水供給事業

工業用水 20.43 岐阜県 5.13 4.33 可茂工業用水道事業 0.18 低稼働率，一般会計償還ずみ
愛知県 6.30 尾張工業用水道事業 3.78 稼働率低下 濃尾第二　3.78 → 2.01

名古屋臨海工業用水道事業 2.52 未利用に
三重県 9.00 北伊勢工業用水道第４期 4.50 稼働率低下 7.0 → 5.38

　残り4.5の内の2 0.5利用，残りは未利用

　　　　　　　（工水休止暫定水利の振替え）

長良川河口堰 22.50

水道用水 7.70 愛知県 2.86 愛知県水道用水供給事業（知多） 水質の悪化
名古屋市 2.00 導水路・拡張計画がない

三重県 2.84 北勢・中勢水道用水供給事業 1.94 拡張中止，残りは一般会計負担

工業用水 14.80 愛知県 6.39 8.39 水道転用 5.46 拡張計画はない
三重県 8.41 6.41 未利用，一般会計負担

徳山ダム 6.60

水道用水 4.50 名古屋市 1.00 導水路？
愛知県 2.30 同？
岐阜県 1.20 西濃の事業計画がない

工業用水 2.10 名古屋市 0.70 長良川経由で導水
岐阜県 1.40 西濃の事業計画がない

木曽川総合用水，長良川河口堰
徳山ダム・木曽川水系連絡導水路の開発水量と水利権の実態

河口堰・長良導水は既開発の名港臨海工水を転用

実取水量・予測の低下，水利権の引き下げ

10

⑩



尾張地域における水道需要の推移

注：尾張地域（愛知用水，尾張用水，名古屋市給水分を除く），資料：愛知県の水道
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徳山ダムは不要
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尾張地域における2004年フルプランの
2015年需要予測と2010年実績

資料：愛知県　需給想定調査，愛知県の水道 1人1日当り給水量が過大
 低い負荷率を設定
→日最大給水量予測が乖離
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尾張地域の水道における給水量
市町村水道，県営水道の負荷率の推移
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資料：愛知県の水道

日最大給水量の低下
負荷率から上昇
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原単位：254→260ℓ/人・日（2000年→2015年）に増加

　水洗便所：35→20ℓ/人・日（2000年→2030年）
　洗濯：180→125ℓ/人・日（1998年→2010年～）
　飲料・洗面・手洗い（20ℓ/人・日），風呂の他に

「その他の家庭用水（食事など）」を世帯人員と関係があるとして，
「上限値を120ℓ/人・回（世帯人員との回帰分析）」としたため

・家庭用水の1人1日当りの有収水量原単位の推計
（愛知県 水需給想定調査（生活用水）参考資料，2004年3月）

② 節水化と予測の誤り
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大阪府水道用水供給事業の水需要予測結果
（平成17年（2005年）3月　大阪府水道部）より

大阪府では減少型の需要を予測している
⇒淀川水系：丹生ダム，大戸川ダムから撤退
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資料：愛知県統計年鑑，愛知県の水道

世帯規模の縮小と原単位は関係しない
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愛知県内の地区別の
日平均給水量と1人1日平均給水量の推移
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資料：愛知県の水道

特に名古屋市で給水量，原単位が低下，収斂
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資料：愛知県の水道

味噌川ダムの一部（1.756㎥/s）を西三河に暫定転用
西三河でも需要は増えていない
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